
宮崎県警察本部生活安全少年課だより～いのち・じんけん・かのうせい～

【保護者のみなさん・学校の先生方へ】
もうすぐ夏休みがやってきます。子供たちはいつもより自由な時間が多くなり、楽しく
過ごせる休みですが、安全・安心な夏休みを過ごせるよう、子供たちを守る立場として
注意すべき点をまとめました。このリーフレットに書かれていることについて、休み前に
是非お子さん（児童生徒）と話し合ってみてください。

【不良行為】
飲酒・喫煙・深夜はいかい 等

【非 行】

･･･など
【薬物乱用】

大麻や危険ドラッグの使用 等

【初発型非行】
万引き・自転車盗 等

その他の

【犯罪・触法行為】

【犯罪被害】

夏休みになると、地域でお祭りが開催されるなど、楽しい行事が目白押しに
なります。その一方で、そのような行事がきっかけとなり、トラブルが多く発生す
る時期でもありますし、子供を狙う悪いことをしようとする人も出てきます。

～夜間（早朝）に子供だけで行動すると以下のようなリスク（危険性）が･･･～

◎ 夜間（早朝）の子供だけの外出に注意！

◎ みんなで創る“安全・安心な交通社会”
夏休みになると外出することも多くなり、交通事故のリスクが高まります。

約76%

約24%

施錠なし 施錠あり

8割近くが『無施錠で被害』に遭っています。ここ数年、被害が増加しており、被害者の多く
は中高生です。盗難場所は駅や商業施設だけでなく、自宅での被害も多くなっています。

【例：R5県内自転車盗難認知件数】
1,121件

※被害時の施錠の有無について

～『ルールを守る＝命を守る』 交通ルールを守ることで、事故のリスクが減少します～

【自転車安全利用五則を守りましょう!!】
① 車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先
② 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
③ 夜間はライトを点灯
④ 飲酒運転は禁止
⑤ ヘルメットを着用

【その他にも･･･】
□ “ながらスマホ”は絶対ダメ!!
□ 横断前に手を挙げて意思表示
□ 青信号でも車の停止を確認して横断
□ 横断中でも左右確認



← ぜひお子さんと一緒にご覧ください
○子供を守る大人（保護者・教職員）として、注意するポイント等が『健全育成ハンドブック』として、

さらにくわしくまとめられています。【（公社）全国少年警察ボランティア協会作成】

夏休みになると、子供たちがインターネットを使う時間が増えます。インターネットやSNSは、
便利で楽しいものですが、同時に様々なリスク（危険性）があります。
令和５年の児童ポルノ事犯では、加害者（被疑者）の割合は10代が最多になって
います。被害者だけでなく、加害者にもならないようにしなければなりません。

◎ 「正しく」・「安全に」使うインターネット・SNS

－宮崎県警察本部生活安全少年課－

※ 数値は、全国のデータ。『少年非行及び子供の性被害の状況（警察庁資料）』より※ “児童”：１８歳未満の者を指す

○“ペアレンタルコントロール”（親としての管理）について。

○ “フィルタリング”（有害なサイト・情報にアクセスできない機能）の設定について。

□ 利用時間や利用料金を決める。 □ ダウンロードするアプリは保護者に事前に確認する。
□ 保護者や他人のＩＤ・パスワードを勝手に使わない。 □ 下着姿や裸の写真は撮らない、撮らせない、送らない。

夏休みに入るこの機会に次のことを親子で一緒に確認してみましょう!!

自画撮り画像に伴う被害も増加して
います。(小学生の被害が増加傾向）
一度ネット上に流出した画像を全て

削除・回収することはできません。
女の子だけでなく男の子も被害に

遭っています。

男子→女子へ、軽い気持ちで送ったら…（女子→男子も同じです）

ハダカの写真をバラまかれたく
なければ電子マネーを購入して
カード番号を教えろ！！
１時間以内だ！

※『セクストーション』とは・・・？
『Sex（性的な）＋Extortion（脅迫）』
のことです。先に相手から裸の画像な
どを送られ、油断した後に自分の画像
を送ってしまった事例が増えています。
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